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９月２９日（金）放課後、門前町のごみゼロ運

動に、本校ソフトボール部員も参加させていただ

きました。総持寺参道を中心に１時間ほどの作業

でしたが、地域の方の熱心な様子に感心させられ

ました。私たちの活躍を支え、いつも応援してく

ださっている地域の方々への感謝を忘れず一生

懸命練習することと共に、地域の一員として私た

ちができることを日ごろから意識し、取り組んで

いきたいと思いました。 

 

 

 

１０月１３日（金）２学期中間考査後、防災避難訓

練を行いました。グランドの状態不良のため、体育館

での訓練となりました。 

火災、地震、津波、風水害、更にミサイル飛来に対

する対応等、様々な危険から自分を守る、友人を守る

ためには、どのように行動しなければいけないかとい

うことをしっかり身に着けて、いざという時に落ち着

いて行動ができるようになってほしいと思います。た

だ、今回は少し危機感や、集中力に欠けていた点を、

校長先生や、門前文分署の谷内田さんに指摘されまし

た。「釜石の軌跡」は訓練の積み重ねの賜物であった。

だから、普段から高い意識を 

もって生活しなければいけな 

いと指導されました。 

その後、消火器の使用説明、 

実際に消火訓練を行って終了 

しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

ふるさとに未来の種を蒔こう 石川県立門前高等学校 

 

 
後期生徒会長  亀岡 冴渡（門前中学校出身） 

 私が後期生徒会長に立候補したきっかけは、生徒一人

ひとりの充実した生活を、生徒会の力を駆使して実現さ

せたいと思ったからです。今の学校生活には「過ごし辛

い」や「勉強し辛い」などといった不満があると思われ

ます。そういった課題を、アンケート調査の実施などか

ら、生徒会一丸となって改善したいです。また、生徒会

機関紙『あおぎり』の制作や、挨拶運動の強化、参道清

掃、ボランティア活動にも力を注ぎたいと考えています。

計画を実現するために、自ら率先して物事に取り組み、

役員の仕事を明確にし、指示を出していきたいです。そ

うして後期生徒会を意味あるものにします。 

 

会 長 ２年 亀岡 冴渡 (門前中) 

副会長 ２年 浦野 拓実 (門前中) 

書 記 ２年 藤井 真尋 (富来中) 

書 記 １年 安田 明香里 (門前中) 

会 計 ２年 中條 優香梨 (門前中) 

会 計 ２年 塗師 和佳奈 (門前中) 

 

http://www.ishikawa-c.ed.jp/~monzeh/


 

 

亀岡 冴渡（門前中学校出身） 

 卓球部は、１１月９日から１１日にかけて 

小松総合体育館で行われる、新人大会のシングルス、ダブルス、団

体戦に出場します。３年生が抜け、新体制でこれまで一生懸命練習

してきました。総体では果たせなかった団体戦での１勝を成し遂げ

たいです。また、個人戦では、いつも３回戦以上には勝ち上がるこ

とができなかったので、３回戦突破を目指します。 

 

 

 

１０月４日（水）の午後、２１Ｈの理系７名が「ノーベルレクチ

ャー」に参加しました。今年度は、２０１０年にノーベル化学賞を

受賞した北海道大学名誉教授の鈴木章先生に、授賞理由である鈴木

カップリングを発見するまでとその応用範囲、および科学技術の大

切さについて講義をしていただきました。 

化学反応式などで非常に難しい部分もあり 

ましたが、生徒は一つでも自分のものにしよ 

うと熱心に聴いていました。 

 

 

長谷川 璃奈（門前中学校出身） 

私たちバレーボール部は、２年生５名、１年生４名の計９名

という少ない人数ですが、門前高校の単独チームとしては３年

ぶりの新人大会に出場します。まだまだ未熟なチームですが、

大会では少しでも自分たちが思い描くようなプレーができる

ように頑張りたいと思います。 

行事予定 

1～7日 教育ウィーク 

1日 交通安全指導 

2日 マラソン大会 

7日 学校評価中間報告会 

8日 高 P連研究大会・研修 

大会等 

9～12日 後期新人大会 

11～12日 北信越新人大会 

15日 交通安全指導 

28日 県高 P連第 2回合同 

委員会 

 

 

 

屋良 海月（稲沢中学校出身） 

 １０月２８日（土）・２９日（日）に門前町総合運動公園

で開催される県新人大会に出場します。新チームとなり、一

人ひとりが目的意識を持ち取り組むこと、互いに必要な声を

掛け合うことを重視し、日々の練習に取り組んできました。

まだまだ足りないことも多いですが、１４人全員で持てる力

を出し切って戦いたいと思います。地元での開催となります

ので、ご声援をよろしくお願いいたし 

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

九
月
二
十
九
日
、
輪
島
市
役
所
門
前
支
所
周
辺
で
「
輪
島
市
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
」
が
行

わ
れ
、
本
校
生
徒
も
参
加
し
ま
し
た
。
通
常
だ
と
本
校
単
独
で
毎
週
水
曜
日
に
部
活
動

ご
と
で
「
参
道
清
掃
」
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
週
は
地
域
挙
げ
て
の
活
動
と
い
う

こ
と
で
、
曜
日
を
変
え
て
参
加
し
ま
し
た
。
清
掃
活
動
に
は
、
今
年
度
移
転
し
て
き
た

七
尾
特
別
支
援
輪
島
分
校
の
生
徒
も
参
加
し
ま
し
た
が
、
作
業
の
合
間
に
は
、
輪
島
分

校
の
生
徒
と
本
校
生
徒
が
互
い
に
声
を
か
け
あ
う
場
面
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
自
然

な
姿
を
見
て
、
年
度
当
初
に
私
が
抱
い
て
い
た
、
「
異
校
種
が
ひ
と
つ
の
学
校
で
う
ま

く
や
れ
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
僅
か
な
懸
念
も
消
え
去
り
ま
し
た
。 

 

輪
島
分
校
が
本
校
に
移
転
す
る
際
、
互
い
の
授
業
や
行
事
に
齟
齬
の
な
い
よ
う
に
、

ま
た
業
務
に
支
障
が
な
い
よ
う
に
と
、
昨
年
度
、
何
度
も
慎
重
に
調
整
会
議
を
行
い
ま

し
た
。
と
に
か
く
前
例
の
な
い
こ
と
な
の
で
「
本
当
に
う
ま
く
い
く
の
か
」
、
と
い
う

不
安
が
あ
っ
た
の
も
事
実
で
す
。
何
よ
り
、
こ
れ
ま
で
互
い
の
環
境
で
の
み
活
動
し
て

い
た
生
徒
達
が
衝
突
し
な
い
か
、
と
い
う
懸
念
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
移
転
か
ら
半

年
が
過
ぎ
、
そ
れ
ら
は
全
く
の
杞
憂
で
あ
っ
た
ば
か
り
か
、
む
し
ろ
本
校
生
徒
や
教
員

に
と
っ
て
、
非
常
に
得
難
い
経
験
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

 

年
度
当
初
は
、
輪
島
分
校
の
生
徒
・
児
童
と
廊
下
で
合
っ
た
際
、
本
校
生
徒
は
ぎ
こ

ち
な
く
す
れ
違
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
、
普
通
に
挨
拶
や
声
か
け
が
で
き
て
い
ま

す
。
ま
た
、
輪
島
分
校
の
行
事
や
設
備
、
活
動
を
間
近
に
見
る
こ
と
で
、
本
校
教
員
や

地
域
社
会
の
特
別
支
援
教
育
へ
の
理
解
が
進
ん
で
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
い
い
意
味
で
「
気

を
遣
う
」
こ
と
な
く
、
そ
こ
に
い
る
こ
と
が
「
当
た
り
前
」
と
な
り
、
真
に
共
生
し
た

空
間
が
実
現
し
て
い
る
の
で
す
。 

 

こ
れ
ま
で
、
い
く
つ
か
の
行
事
や
授
業
で
両
校
生
徒
が
交
流
し
、
成
果
も
挙
が
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
あ
る
意
味
教
員
側
の
仕
掛
け
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
大
切
な
の

は
、
生
徒
自
ら
が
互
い
の
存
在
や
個
性
を
認
め
、
支
え
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
互

い
の
目
標
に
向
か
っ
て
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
で
す
。
い
く
つ
か
解
決
す
べ
き
課
題
は
あ

り
ま
す
が
、
こ
こ
ま
で
は
、
互
い
に
よ
い
刺
激
を
与
え
な
が
ら
活
動
が
で
き
て
い
ま
す
。

今
後
も
こ
の 

"
wi
n 

- 
w
in
" 

の
関
係
を
続
け
、
県
内
初
の
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
有
効
性

を
広
く
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
、
門
前
高
校
に
与
え
ら
れ
た
使
命
だ
と
考
え
ま
す
。 

リ
ア
ル
共
生
社
会 

教
頭 

長
田 

弥
十
雄 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月２６日（火）、本校の応接室において学校評議員の方３

人をお迎えして、本校の学校評価アンケート（前期）の結果等、

学校の現状を報告して本校に対する意見や助言を求めました。

評議員の方々から本校の取り組みに対して高い評価をいただ

き、貴重なご意見・ご助言をありがとうございました。 

ノーベルレクチャー、参加！ 

学校評議員会、実施！ 

袖浦 翔(門前中学校出身) 

男子バスケットボール部は、２年生５人で、羽部先生、 

古田先生のご指導の下で果敢に活動しています。 

男子バスケットボール部では、５名と少ない人数です 

が「チームワーク」を最も大切にして日々練習に励んで 

います。日頃の練習では体幹重視のトレーニングを行い、 

1試合走りきる体力をつける練習メニューに挑んでいます。 

今回の新人大会では、必ず 1勝できるように一生懸命当然のことで

ありますが、最後まであきらめず全力を尽くしたいと思います。 

２９年度の新人大会は、１１月９日（木）から白山市を中心に行わ

れます。温かい声援をよろしくお願いします。 

 

http://2.bp.blogspot.com/-tDSpOOsm4Eo/U8XkyBchALI/AAAAAAAAi4M/YiawtwsFzfM/s800/tsuki_title11.png

